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要旨
目的

都市部在住高齢者における「通いの場」参加の効果について，活動参加高齢者の視点から質的に明らかにし，今後の通
いの場のあり方や支援方策について検討する．
方法

横浜市 A 区において，住民主体型健康づくり・介護予防活動グループ（通いの場）として認定を受けている 5 団体に
おいて活動する 65 歳以上の高齢者を対象に，インタビューガイドを用いた半構造化グループインタビューを実施した．
インタビューは，通いの場参加によって自身が実感する生活や健康，人とのつながりへの効果について語ってもらった．
語られた内容を逐語録に起こし質的記述的に分析した．
結果

対象となった高齢者は 61 名であり，合計 10 グループへのインタビューとなった．分析の結果，都市部在住高齢者にお
ける通いの場参加の効果は，【良好な健康習慣の獲得】，【身体機能の維持】，【肯定的な気持ちの向上】，【新たな居場所と
しての意味づけ】，【コミュニティへの帰属意識の醸成】の 5 つのカテゴリーが見いだされた．
考察

通いの場参加高齢者の視点から考えられる今後の通いの場の支援方策として以下 3 点を提案する．1 点目は高齢期の健
康課題を予防する心身機能の維持や楽しさを含めた継続的な活動内容の提案であり，2 点目は様々な高齢者の居場所とな
るような場の工夫と参加者への役割付与の検討，3 点目は通いの場を通した地域づくりである．
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Abstract
Purpose

The study aim was to qualitatively clarify the effect of city-dwelling older adults participation in "Kayoinoba"
（community gathering places）from the perspective of older adults participation in activities in general.
Methods

We conducted semi-structured group interviews using interview guides with adults aged 65 years and older who 
were active in five organizations certified as resident-centered health-promotion and long-term care prevention activity 
groups（Kayoinoba）in Ward A of Yokohama City. In the interviews, participants discussed the lifestyle and health 
that they experienced through their involvement in Kayoinoba and the effects of connections with other people. The 
narratives were recorded verbatim and analyzed qualitatively and inductively.
Results

The population sample included 61 older adults; interviews were conducted in 10 groups. From the analysis, the 
effects of city-dwelling older adults participation in Kayoinoba were categorized as follows: ［acquiring favorable health 
habits］, ［maintaining physical function］, ［experiencing improvement in positive feelings］, ［assigning meaning as a 
new place of belonging］, and ［fostering a sense of belonging to a community］.
Discussion

We propose the following three support measures for Kayoinoba based on the perspective of older adults 
participation therein. The first measure involves continuous activities that are fun and focused on the maintenance 
of older adults mental and physical functions so as to prevent adverse health issues. The second measure calls for 
innovations in places that can serve as places of belonging for older adults and the assignment of roles for their 
participation. The third is consideration for building community through Kayoinoba.

Ⅰ．緒言

わが国の総人口は令和 3 年 1 億 2,550 万人であり，うち
65歳以上人口は，3,621万人となり高齢化率は28.9％となっ
た（内閣府，2022）．総人口は長期の人口減少過程に入っ
ており，令和 35 年には 1 億人を割り，令和 47 年にはお
よそ 8,800 万人になることが推計されている．総人口が減
少する中で 65 歳以上の者が増加することにより高齢化率
は上昇続け，令和 47 年には 38.4％に達し，国民の約 2.6
人に 1 人が 65 歳以上の者に，約 3.9 人に 1 人が 75 歳以上
の者になると推計されている（内閣府，2022）．とりわけ，
首都圏において高齢化率の上昇率が高く，今後わが国の
高齢化は，都市規模が大きいほど 65 歳以上人口は増加す
る見込みとなっている（内閣府，2022）．高齢者数の増加
に伴い，要介護認定者数も増加の一途をたどっており，
令和元年度では 655.8 万人となり，平成 21 年度（469.6 万
人）から 10 年間で 186.2 万人の増加となっている（内閣府，
2022）．また同報告によれば，要支援・要介護の認定を受
けた者の割合は，75 歳以上で大きく上昇することが予測
されており，今後の高齢者数の大幅な増加が見込まれる
都市部においては特に，介護予防対策は喫緊の課題と言
える．

このような中，わが国では，平成 26 年度介護保険法の
改正に伴い，一般介護予防事業の創設により，年齢や心
身の状況等によって分け隔てすることなく，住民主体の
通いの場を充実させ，人と人とのつながりを通じて，参

加者や通いの場が継続的に拡大していくような地域づく
りの推進など，地域における介護予防の機能強化が図ら
れた．「通いの場」とは，①体操や趣味活動等を行い，介
護予防に資すると市町村が判断し，②住民が主体的に取
り組み，③月 1 回以上の活動実績があり，④かつ「主な
活動内容」および「参加者実人数」を把握されている
ものである（厚生労働省，2022）．通いの場や通いの場
に相当した介護予防事業参加者を対象とした先行研究で
は，要支援・要介護リスクの抑制（田尻，2022；阿部，
2022），活動能力（Hosokawa，2019）の維持，主観的健
康感の高まり（細川 2016；Ichida，2013），抑うつの予防

（今堀，2016），認知症発症リスクの低下（Sugita，2021），
社会的役割（佐藤，2017）や社会参加の拡大（辻，2022）
などが報告されている．一方，これらの報告の多くは，
通いの場参加による効果について，客観的指標を用いた
量的研究での評価であり，量的研究では個人のもつストー
リーや意味を十分に調査することや，個人の視点を深く
精査することはできない（Creswell，2017）という特徴
がある．したがって通いの場参加高齢者本人が，通いの
場への参加による効果をどのように捉え認識しているの
か，参加者自身が感じている効果についての報告は十分
とは言い難い．今後も通いの場の新たな立ち上げや，既
存の通いの場の支援により高齢者の活動参加を促進する
ことは，介護予防に必要不可欠であり，今後の支援方策
の検討には，通いの場の効果を量的・質的双方の側面か
ら評価し，総合的に判断することが必要だと考える．
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加えて，通いの場のように住民主体で運営するグルー
プ活動には，いくつかの課題も報告されており，それら
にはグループ運営メンバーの不足や参加者の不足が挙げ
られ（江尻，2021），グループへの新規参加者や継続参加
者の確保に課題が生じている．自主グループへの参加要
因として，身近な人からの勧誘が多く挙げられ（後藤，
2016），通いの場の新規参加者の獲得を促進するためには
口コミが重要であり，参加者が通いの場について，周囲
に伝えたくなるような参加の効果の実感が不可欠である
ことが指摘されている．すなわち，通いの場への参加に
よって実感する効果を，参加者本人の語りにより主観的
観点から明らかにすることは，通いの場への参加促進や，
参加継続への動機づけの一助となり，今後も増加が見込
まれる多くの高齢者における介護予防への取り組み促進
に貢献できると考える．

そこで本研究は，都市部在住高齢者における通いの場
参加の効果について，活動参加高齢者本人の視点から質
的に明らかにし，今後の通いの場のあり方や支援方策に
ついて検討することを目的とする．

Ⅱ．方法

1．研究デザイン
半構造化グループインタビューによる質的記述的研究

とした．
2．研究対象者

横浜市 A 区において，住民主体型健康づくり・介護予
防活動グループ（通いの場）として認定を受けた地域団
体のうち，本研究への参加の同意が得られた 5 団体にお
いて活動する 65 歳以上の高齢者を対象とした．5 団体の
概要について，活動年数は 11 ～ 19 年であり，活動頻度
は月に 2 ～ 4 回程度，活動参加人数は 7 ～ 20 人である．
主な活動内容は，体操（転倒骨折予防，ストレッチ，ラ
ジオ体操），筋力トレーニング，脳トレーニングを目的と
したレクリエーション，歌，盆踊り，ダンス，お茶会な
どである．
3．データ収集

対象者の基本属性について基本属性調査票で把握した
のち，インタビューガイドを用いて，半構造化のグルー
プインタビューを 45 ～ 60 分程度で実施した．インタ
ビューを実施するグループは 5 ～ 7 名の構成とし，合計
10 グループで実施した．活動人数の多い団体には 2 ～ 3
のグループを編成し，同一時間に複数のインタビュアー
によるインタビューを行った．インタビューの内容は，
通いの場参加によって自身が実感する生活や健康，人と
のつながりへの効果についてである．インタビューは対
象者の許可を得たうえで IC レコーダーに録音ならびに記
録した．データ収集期間は 2022 年 10 月である．

4．分析
質的記述的研究の分析方法（Creswell，2018；グレッ

グ美鈴，2016）を参考に行った．IC レコーダーで録音し
た内容，もしくはメモした記録をすべて逐語録化した．
逐語録より文脈ごとに本研究の主題である，“ 通いの場参
加により実感する効果 ” と理解できる最小単位のデータ
を抜き出しコード化した．その後，コードの意味に留意
しながらサブカテゴリー化し，さらにカテゴリー化した．
分析の信頼性と妥当性（Creswell，2018；グレッグ美鈴，
2016；Flick，2013）を高めるために，地域看護を専門と
し，質的研究の経験を有する複数の研究者で分析を実施
し，分析と議論を繰り返した．分析後は，通いの場の活
動を支援している行政保健師 3 名に結果を提示し，意見
交換のうえ，結果の解釈への同意が得られた．
5．倫理的配慮

研究対象者である通いの場参加高齢者に本研究の目的
および方法，研究参加への任意性，個人情報の保護など
について，研究者より文書および口頭にて説明し，自由
意思に基づき同意を得て実施した．なお，本研究は所属
大学における研究倫理委員会の承認を得て実施した（承
認番号 B220203025）．

Ⅲ．結果

1．対象者の概要（表 1）
グループインタビュー参加者は 61 名であった．平均年

齢は 77.8 歳であり，女性が 53 名（86.9％），婚姻状況は既
婚が 39 名（63.9％）と最も多かった．世帯構成について，
配偶者と二人暮らしが 25 名（41.0％）と最も多く，次い
で一人暮らし，配偶者と子どもが 12 名（19.7％）ずつであっ
た．グループでの活動年数は平均 9.7 年であった．

表1　対象の基本属性

ｎ ％ or SD

平均年齢(歳)

性別 男性

女性

婚姻状況 非婚

既婚

離別・死別

世帯 一人暮らし

配偶者と二人暮らし

配偶者と子ども

三世代

子どものみと同居

平均活動年数(年) 　　   9.7 ± 3.3

　  　77.8 ± 3.1
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まれ≫，さらには，いつも活動に参加している人の顔を
見なかった際には心配になり，「休みの人には電話をかけ
たり声をかけたり」しており，≪見守りの輪ができて≫
いると考えられた．

Ⅳ．考察

本研究は，今後の通いの場のあり方や支援方策につい
て検討するために，都市部在住高齢者における通いの場
参加の効果について，活動参加高齢者の語りから質的に
明らかにしたものである．
1．通いの場参加により感じられる効果
【良好な健康習慣の獲得】は≪日課や生活リズムが整

う≫こと，≪健康意識が高まる≫こと，≪身体の調子が
良いことを実感する≫ことより表された．また【身体機
能の維持】は≪膝や足に力がつく≫こと，≪体幹や柔軟
性が保たれる≫こと，≪普段使わないところまで動くよ
うになる≫ことより表された．本研究の対象となった通
いの場 5 団体は，毎回の活動に高齢期の身体機能の特徴
を踏まえた様々な体操や運動を取り入れていた．活動参
加者は，週に 1 度の活動への参加が生活のリズムとなり，
活動への参加をきっかけに自宅においても自ら運動に取
り組んでいた．また同世代の参加者を横目に負けてはい
られないと活動に励むなど，健康意識が高まる様子がう
かがえ，良好な健康習慣を獲得することにつながってい
た．つまり活動参加者は，通いの場への定期的な参加に
よる活動の継続に加え，自身の良好な健康習慣が備わる
ことによって，体幹や歩行機能への効果を実感し，身体
機能を維持することにつながっていたと考えられる．通
いの場への参加が，健康に対する意識（林，2016）を高
めること，要支援・要介護リスクの抑制（田尻，2022：
阿部，2022），活動能力（Hosokawa，2019）の維持に効
果があることは既に明らかになっている．身体機能の維
持や改善には定期的な運動の継続が求められる．高齢者
が定期的な活動への参加を通して体操や運動を継続し，
それを習慣化することが介護予防につながること，また
それを活動参加者が効果として実感していることが本
研究の活動参加者の語りからも明らかとなった．また，
通いの場の参加によって主観的健康感は高まり（細川
2016；Ichida，2013），主観的健康感が高いことは社会的
活動の活発化につながる（庹，2021）ことから，本研究
の対象に見られた，＜身体の調子が良いことの実感＞や

【身体機能の維持】を実感できることは，通いの場を含め
た様々な社会活動への参加を促進することからも重要で
ある．
【肯定的な気持ちの向上】は≪顔なじみに会えると嬉し

い≫こと，≪楽しい時間を過ごせる≫こと，≪皆から元
気をもらう≫ことより表された．本研究の対象となった

2．通いの場への参加によって実感する効果（表 2）
分析の結果，15 のサブカテゴリー，5 のカテゴリーが

見いだされた．以下，カテゴリーを【　】，サブカテゴリー
は≪　≫，コードは「　」を用いて示す．
1）【良好な健康習慣の獲得】

活動参加者は，毎週決まった日時に活動の場に向かう
ことで，「生活の区切りになっている」と語り，≪日課や
生活リズムが整う≫経験をしていた．また元々運動習慣
はなかったものの，活動の参加をきっかけに「運動不足
が解消される」ことや，「自分で歩けて自分で何でもでき
るようにしておきたい」というように≪健康意識が高ま
る≫様子がみられ，活動を続けることによって≪身体の
調子が良いことを実感≫していた．
2）【身体機能の維持】

活動参加者は，定期的な活動への参加を通して「筋肉
がついて転ぶことがなくなった」，「膝痛が改善した」な
どと語り，≪膝や足に力がつく≫こと，≪体幹や柔軟性
が保たれる≫ことを実感していた．また活動の内容によっ
ては「思いがけず身体が良くうごく」ことで，≪普段使
わないところまで動くようになる≫経験をしており，加
齢に伴い身体機能が変化する過程にあっても，それを維
持する効果を実感していた．
3）【肯定的な気持ちの向上】

活動参加者は，活動に参加することで，≪顔なじみに
会える嬉しさ≫を感じ，皆と顔を合わせて活動すること
により≪楽しい時間を過ごす≫様子がうかがえた．また
定期的な活動への参加を心から楽しみにしており，「色々
な事情はあるけれど，活動に来ることで明るく元気なパ
ワーをもらう」ことや，「元気になる活力になる」などと
語り，活動に参加する≪皆から元気をもらう≫経験をし
ていた．
4）【新たな居場所としての位置づけ】

活動参加者は，活動の場において「同世代で共通する
話題を話す」ことや，「健康のことや身体のこと，病院の
こと」などの情報交換を重要な時間と捉えており，活動
への参加は≪仲間とのコミュニケーションの場になり≫，
そのような場が定期的に行われていることで≪自分の居
場所≫と感じていた．また継続した活動を行うには，グ
ループ内で様々な役割が必要であり，「参加するにもお客
さんでいてはいけない」や，「役目があるから参加する」
などと語り，≪役割意識ができ≫ていた．
5）【コミュニティへの帰属意識の醸成】

活動参加者は，継続的に活動に参加することによって，
活動の外で会った際にも立ち話をするような相手ができ
るなど，地域の中で≪顔見知りや人との交流の機会が増
える≫経験をしていた．また毎回の活動では「一人での
参加者も和むように気遣う」ことや，活動の日以外にも「一
緒にでかけたりする」など≪参加者間での仲間意識が育
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表2　都市部在住高齢者における通いの場参加により感じられる効果
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活動参加者の多くから，グループ活動の楽しみや喜び，
明るい気持ちに関する語りが聞かれた．先行研究におい
ても，通いの場の効果として，前向きな気持ちを実感す
ること（関本，2021）や，抑うつの予防（宮澤，2021；
今堀，2016）となることが明らかとなっている．活動参
加者は，定期的な活動に参加することによって，顔なじ
みに会える嬉しさを感じ，その仲間と楽しい時間を過ご
すことが，日常生活を過ごすための元気の源となり，肯
定的な気持ちの向上につながっていたと考える．活動参
加者の中には，「家にこもっていると鬱のような気持ちに
なってしまうことを実感した」と語った者もおり，活動
に来ることでそのような気持ちが晴れる経験をしていた．
先行研究において，スポーツ・趣味の会などへの参加は，
うつ発症のリスクが低くなること（Uemura，2018），さ
らにその頻度が週に 1 回以上であることによってリスク
が低くなることが明らかとなっており（宮澤，2021），本
研究の活動参加者に見られたように，通いの場の活動参
加により【肯定的な気持ちの向上】を実感することによっ
て，高齢期に起こりやすいうつの予防にも効果があるこ
とが推測される．
【新たな居場所としての意味づけ】は≪仲間とのコミュ

ニケーションの場になる≫こと，≪役割意識ができる≫
こと，≪自分の居場所になる≫ことより表された．本研
究の対象となった 5 団体は，運動や体操などの活動内容
の他に，休憩時間も含め，活動参加者同士が互いに交流
する時間が設けられ，各々に情報交換を楽しむ様子がう
かがえた．通いの場への参加者は，参加していない者と
比較し，人との会話の機会や外出機会が多いことが明ら
かとなっている（細川，2017）．これより，活動参加者は
これらの時間を大切にし，仲間とのコミュニケーション
の場になることで，活動の場が自分の居場所と感じてい
たと考えられる．また活動参加者は，グループの中で何
らかの役割を担っており，その役割意識をもつことで自
分の居場所として意味づけていると考えられた．安孫子
らは，高齢者のグループ活動に継続して参加することが
心地よい居場所となり，心地よい場所となることによっ
て，さらにグループ活動への継続的な参加につながるこ
とを報告している（安孫子，2017）．本研究の活動参加者
においても，活動の場を自身の居場所として意味づけ，
さらに役割意識があることで継続的な参加の動機となっ
ていたことが考えられる．
【コミュニティへの帰属意識の醸成】は≪顔見知りや

人との交流の機会が増えた≫こと，≪参加者間での仲間
意識が育まれる≫こと，≪見守りの輪ができる≫ことよ
り表された．活動参加者は，活動への参加を通して地域
の中に顔見知りができ，活動以外の外出の際にも立ち話
をする機会が増え，一緒に出掛けるような関係性を築く
ことができていた．また活動に参加すると自然に仲間に

入ることができ，そのような関係性が出来るよう参加者
同士で配慮をしている様子が伺えた．その関係性の積み
重ねにより，いつも参加している仲間の姿が見られない
際には，心配になり連絡を取ることや，外で会った際に
困っていれば助けようとする様子など，見守りの輪がで
きていた．小地域を対象とした事業では，参加者が日常
生活で出会う機会が多く，日常生活においてもお互いを
気遣い見守るようになる状況が報告されている（佐藤，
2017）．本研究においても，活動参加者は日常生活圏に通
いの場があることによって，上述したような関係性が育
まれ，自身の属するコミュニティへの帰属意識が醸成さ
れていったと考える．通いの場の効果には，社会参加や
ネットワーク，サポートが醸成（辻，2022）されること
が明らかとなっている．通いの場への活動参加が社会参
加の機会を促し，参加者同士のネットワークや互いにサ
ポートする様子の語りがみられたことから，助け合いの
輪を広げていく場としての機能を有すると考える．
2．実践への示唆

以上を踏まえ，今後の通いの場のあり方や支援に向け
た実践への示唆を 3 点に述べる．

まず 1 点目は，心身機能を維持するとともに楽しさの
要素を含めた活動内容の提案である．本研究の活動参加
者が，活動への継続参加によって，【身体機能の維持】や

【肯定的な気持ちが向上】するといった効果を実感してい
たように，高齢期特有の健康課題の予防を踏まえ，加え
て楽しさも取り入れながら，継続的に活動内容を提案し
ていくことが重要である．江尻らの調査においても，通
いの場で行われている運動が体力向上の効果が得られる
強度や内容になっているかを見直すことや，不十分な場
合には改定の提案を工夫することについて述べられてい
る（江尻，2021）．高齢者が行う活動として，知能的な
活性が期待される活動や，創造性が高められる活動は認
知機能低下リスクを抑制するという報告もあり（Sugita，
2021），認知症予防の観点からも，通いの場で取り組む活
動内容の提案は重要である．支援者は，活動内容の提案
によって，高齢者が通いの場に参加できる状態であると
きに，いかに介護予防への取り組みができるかというこ
とを重点的に検討していく必要がある．

次いで 2 点目は，地域住民の居場所となるような場の
工夫である．通いの場が参加者にとって心地良い場所
であることや，役割意識を持つことで居場所と感じる
ことは，参加継続を促す観点から重要である（安孫子，
2017）．したがって，様々な個性や希望のある参加者が継
続して参加したいと感じられるような活動内容であると
ともに，活動への参加が何かに縛られないような雰囲気
づくりによって，多くの参加者が心地良いと感じられる
場を工夫することが重要である．またリーダーやサポー
ター等の役割意識のある者はない者より心理社会的健康
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が高い（江尻，2022）ことが報告されており，参加者各々
が活動において何らかの役割を担い，それを役割として
認識できるような働きかけも参加者の健康を高めていく
観点から重要である．さらにそれは，参加者各々が役割
を担うことによって，グループ活動の担い手不足の課題
に挙げられるような，特定の人のみへの負担を軽減する
こととなり，グループメンバー皆で協力して活動を継続
していくことにつながるであろう．

そして 3 点目は，通いの場を通じた地域づくりである．
本研究の活動参加者は，活動の場への参加により，自分
の居場所ができることや，地域の中で顔見知りや人との
交流の機会が増え，参加者間での仲間意識が育まれ，互
いに見守りの輪が広がっていた．先行研究（安孫子，
2017）によると自主グループ活動への参加が，地域住民
との交流の広がりになり，それが高齢者のひきこもりや
抑うつ予防，孤立防止となることが示唆されている．様々
な特徴をもつ高齢者が継続的に参加できるような通いの
場を，身近な地域に創設することによって，地域の中で
の居場所となり，近隣の高齢者同士の交流，さらには地
域住民による見守りにも広がる点で地域づくりにつなが
る．その結果，多くの高齢者が健康的で自立した生活を
送ることにつながり，コミュニティ全体の健康にも貢献
できるであろう．
3．本研究の限界と課題

本研究の結果は，横浜市の 1 地区において活動してい
る 5 団体の参加者を対象に，通いの場参加による効果を
質的に明らかにしたものである．通いの場の実施方法や
内容は，地域特性によって異なることが考えられる．よっ
て今後は，対象地域を拡大し，多様な地域においてデー
タ収集を行うことで，活動参加者の視点からの通いの場
の評価を継続していく必要がある．

Ⅴ．結論

本研究の目的は，都市部在住高齢者における通いの場
参加の効果について，活動参加高齢者の視点から質的に
明らかにし，今後の通いの場のあり方や支援方策につい
て検討することであった．活動参加者の語りから，都市
部在住高齢者における通いの場参加の効果は，【良好な健
康習慣の獲得】，【身体機能の維持】，【肯定的な気持ちの
向上】，【新たな居場所としての意味づけ】，【コミュニティ
への帰属意識の醸成】であることが明らかとなった．こ
れらを踏まえ，今後の通いの場の支援方策は，1 点目には，
高齢期の健康課題を予防する心身機能の維持や楽しさを
含めた継続的な活動内容の提案が，2 点目には様々な高齢
者の居場所となるような場の工夫と参加者への役割付与
の検討が，3 点目は「通いの場」を通した地域づくりの重
要性が示唆された．
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